
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、                                                      

加えて  

7日神奈川から制度拡充の報が届きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上の図は、神奈川県がHPに本日発表した制度改善の図です。2019年度までの「授業料無償」

は国の就学支援金に県独自分の上乗せで年収590 万円未満世帯まででしたが、2020 年度から

の国の拡充で浮いた独自予算を年収 700 万円未満世帯までの授業料無償の対象を拡大する拡充

に回したという内容です。併せて、これまで県平均額の半額だった入学金補助を非課税世帯につ

いては全額まで拡充となっています。 

 

 同じく7日、埼玉からも授業料無償化が年収609万円未満世帯までだった対象が、720万円

未満世帯までに拡大された、という報が届いています。 
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紹介議員も9政党+無所属103(実人数98)名まで前進 
 1月末集約の報告が18都府県から届き、4,126,139筆に到達しました。岐阜から9000筆、広島から

7500筆、岡山から2100筆増の報告です。全国各県の粘り強いとりくみが築いた到達点です。また、昨日

(6日)、神奈川、新潟、愛知、岡山から報告が続き、紹介議員がのべで100名を突破しました。 

「全国の私学はひとつ」の動きで署名も紹介議員も昨年を上回る数を実現させましょう!! 


